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 小川さんは 1962年岡山市で生まれた。早稲

田大卒。９１年に「妊娠カレンダー」で芥川賞、芦

屋が舞台の「ミーナの行進」で谷崎潤一郎賞、

「ことり」で芸術選奨文部科学大臣賞など、多く

の賞を受けた。芥川賞の選考委員を務める。  

２００２年から阪神間に住み、大の阪神タイガー

スファンで甲子園球場にも足を運んでいる。 

大会までに、日本新聞協会のＮＩＥ実践指定校

の西宮市立浜脇中学校で授業を見学する予定。

新聞を毎日読むという小川さんは「新聞は、ど

んな苦しみを与えられてもどうにか生きている

人がいると教えてくれる。小さな数行に、もの

すごい人間の魅力を感じる記事もある。人間や

社会の不思議を感じさせてくれる」と語る。 

（神戸新聞社 NIE神戸大会事務局 網 麻子） 

記念講演の講師は、第１

回大会が作家井上ひさし

さん。２００１年夏、神戸で

開かれた第６回大会は昭

和を代表する作詞家阿久

悠さんだった。淡路島で

生まれ育ち、「勝手にしや

がれ」「ＵＦＯ」など５千曲

以上を手がけた。第２９回

大会まで、著名人が並ぶ。 
 

 

「第３０回ＮＩＥ全国大会神戸大会」（７月 31

日、8月１日）初日の記念講演に、西宮市在住の

芥川賞作家小川洋子さん＝写真＝が登壇する。

小川さんはベストセラー「博士の愛した数式」な

どの作品で知られ、海外でも評価が高い。独自の

小説世界を次々と生み出してきた作家が何を語

るのか、期待が高まる。 

新聞に「人間や社会の不思議」 

神戸大会記念講演に作家小川洋子さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

   記憶と教訓をつなぐ 
阪神・淡路大震災 30年、神戸大会で実践発表 

1995年１月 17日午前５時 46

分、神戸で震度７―。6434人が犠牲

になった阪神・淡路大震災から 30年

になる。列島はその後も、東日本大震災

（2011年）、熊本地震（16年）、昨年の

元日には能登半島地震―と大きな地震

に見舞われ、南海トラフ巨大地震への

備えは待ったなしだ。 

 年が明けた。「第 30回 NIE全国大

会神戸大会」（7月 31日、８月１日）が

７カ月後に迫ってきた。大会は「いのち

を守る NIE」を柱の一つとし、兵庫で

NIE活動に取り組む学校が、「防災・減

災」をテーマにいくつかの実践発表や

ポスター発表を行う。 

 実践発表校の一つ、県立須磨友が丘

高校（神戸市須磨区）の生徒たちは、神

戸市立横尾小学校や同市立多井畑小学

校など近隣校で防災授業を続けてき

た。昨年２月、横尾小で行われた授業で

は、阪神・淡路大震災と能登半島地震を

報じた新聞記事を教材に、高校生と小 

学生が避難所の生活について考えた。今

年 2月の授業では、南海トラフ巨大地震

のことにも触れる。 

30年前、神戸で取材した者として強

く思う。「阪神・淡路の記憶と教訓のバト

ンを児童生徒につなぎたい。震災を知ら

ない世代こそ、震災を語るべきだ」 

 実践発表校の一つ、県立網干高校（姫

路市網干区）は、地域の防災資源を活用

した「防災ツーリズム」に取り組む。 

 ２月 12日には同校の生徒も参加し

て、姫路市立網干西小学校（姫路市網干

区）で「私たちの防災」をテーマにした公

開授業がある＝兵庫県NIE推進協議会

ホームページ参照。関心のある方は、ぜ

ひご参加を。 

 神戸市立白川小学校（神戸市須磨区）

は、神戸新聞朝刊に連載中の企画「震災

ダイアリー」を読み、防災学習に役立てる

活動を続けている。震災ダイアリーは阪

神・淡路大震災後の日々を撮影した写真

が毎日掲載され、児童たちが感想を発表

し合うなどしている。学びの成果を神戸

大会でポスター発表する。 

 ポスター発表では、河北新報社（仙台

市）のプロジェクトで、東日本大震災の被

災地の中学生が復興の現場を取材した

「震災伝承新聞」も紹介される予定だ。 

（神戸新聞社 NIE・NIB推進部シニア 

アドバイザー、兵庫県 NIE推進協議会 

 事務局長            三好正文） 

須磨友が

丘高校の生徒が出題する防災クイズに答える
児童 

2024年１２月 27日付神戸新聞朝刊教育面に掲載されました 

須磨友が丘高校の生徒が出題する防災クイズに答える

児童＝2024年 11月 29日、神戸市立多井畑小学校 


